
５月８日（月）６時間目総合「グループ研究で知りたいことを出し合おう」指導計画 

 

＜ねらい＞ 

・潮汐の仕組みを知る 

・理科班で研究する生物を決める 

・調べたいことを洗い出す 

 

＜場所＞ 

体育館 

 

＜持参物＞ 

・筆記用具    ・体育館シューズ 

・GWの宿題   ・臨海ファイル 

 

＜流れ＞ 

（集会の並び） 

①講義形式（１５分） 

・潮汐の仕組み 

・タイドプール 

 

（理科班ごとに体育班フロアにかたまる） 

②GWの宿題の報告（５分） 

・調べた生き物について 

③班で調べたい生き物についてしぼる（１０分） 

 

④調べたい内容を付箋に書いてどんどん出していく（２０分） 

 

＜準備物＞ 

プロジェクター 

書画カメラ 

タイマー 

ペン 

ワークシート 

付箋 











































































２０１７．４．２５ 第２学年 

 

２年生 臨海実習 事前学習 ゲストティーチャー講話 

 

ねらい： 

・臨海実習に向けたより深い「問い」を育むための手がかりを得る 

・今後の卒業研究にもつながる視点を得る。 

・ゲストティーチャーの生き方に触れ，多様な生き方を学ぶ 

 

日 時：２０１７年５月１０日（水）３・４限（総合的な学習の時間を活用） 

場 所：小体育館 

日 程： １０：００～１０：５０ 講演準備及び打ち合わせ  

１０：５５～１１：４５ 講話 新美貴資さん 

１１：５５～１２：４５ 講話 岩尾豊紀さん 

１２：４５～１３：４５ 休憩 

１３：４５～１４：４５ 臨海実習教材作り・研究指導助言 

 

題 目：新美貴資さん「インタビューと表現の技法」 

    岩尾豊紀さん「のりの養殖と生態系」 

 

講 師：〇新美貴資さん 

    水産ライター・フリーライター 

漁業、漁師、漁色、海の祭り、里山川海などを取材テーマとして活躍 

日本養殖新聞や JF 全漁連「海のゆりかご通信」，中部を動かすポータルサイト 

DoChubu などに記事を寄せている。 

〇岩尾豊紀さん 

鳥羽市水産研究所所属 海藻の専門家 

鳥羽周辺の海苔養殖やワカメ養殖の指導を行う。 

藻場再生の取り組みなども積極的に行っている。 

内 容： 

〇新美貴資さん         〇岩尾豊紀さん 

・フリーライターの仕事とは   ・海藻と生態系 

・なぜライターになったのか   ・海苔について 

・水産業界を追いかける理由   ・海苔養殖について 

・人に上手に話を聞くコツ    ・なぜ今の仕事を選んだか 

 

学 習：ワークシート：講話の内容から考えたことや，新たに持つことができた「問い」な

どを記述させる。  

 

謝 金：笹川平和財団 海洋教育パイオニアスクール助成金から支給 



（  ）組（  ）班 メンバー（                         ） 

①研究する生物は（            ） 

②知りたいこと、調べたいことを出し合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題 貝を特徴から分類してみよう        組 班 メンバー（                 ） 

 



理科班実験ポスター作成例 

       

 

  

 

    

               

         

 

     

               

         

 

     

               

               

               

        

 

      

               

               

               

               

               

        

 

      

               

               

        

 

      

               

   

 

  

  

  

 

  

 

 

               

研究題目 
班メンバー 班長○○○○・・・・・ 

１．研究仮説 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

２．研究方法 

①・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

②・・・・・・・ 

・ 

・ 

 

 

 

図や写真を入れてわかりやすく 

 

３．結果 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

 

表やグラフ、写真でわかりやすく 

 

４．考察 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

５．新たに生まれた仮説・問い 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

６．感想 ・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

名前〇〇〇〇 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

名前〇〇〇〇 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

名前〇〇〇〇 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

名前〇〇〇〇 



理科班実験ポスター作成の手引き 

〇作成の日程 

６月２６日（月）ミニポスター作成（下書き） 

※佐竹から合格がもらえればポスター清書が可能になります。 

７月５日（水）ポスター清書作成 

７月１３日（木）提出最終〆切り 

〇字の大きさ 

               

 あ     あ         

 

 

 

 

 

 

〇書き込める範囲 

               

               

 

 

 

〇写真等の印刷について 

あらかじめ，どの写真をどれくらいの大きさにしたいか，佐竹まで知らせて下さい。７月５日に印刷して配布します。 

 

〇パソコン等の使用について 

本文などは，手書きで書いて下さい。グラフをパソコンで作成したい場合は，７月５日までに佐竹まで申し出て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

研究題目や見出しは、 

最低この大きさ 
本文は、最低この大きさ 

点線の枠をはみ出さないこと 



臨海実習事前学習 ワークシート① 

①これまで自分と海のつながりを意識したり感じたりしたことがありますか？ 

 

１．全くない  ２．ほとんどない  ３． 少しある   ４．ある  ５．よくある 

 

②それはどんなときですか？（①で「少しある」，「ある」，「よくある」と答えた人） 

 

 

 

 

 

講 話「鳥羽の海の生き物について知ろう」 

講 師：佐藤 達也 さん 

ざっこ Club 代表，海の博物館特任研究員，三重県水産高等学校（非常勤講師） 

水中カメラマン，漁師，潜水士，無人島ツアーガイドなど 

 

③メモをしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④次の３つの質問から最低１つ，もしくは２つ選んで答えて下さい。書ききれない場合は，

追加の紙あります。 

Ａ：今日の話を聞いて，海や海の生き物について，イメージや考えが変わったことは何です

か？（○○と思っていた（考えていた）ことが，□□を聞いて（見て），△△に変わった。）

という書き方で書いて下さい。 

Ｂ：今日の内容について，友達や家族に伝えるとしたら，何をどのように伝えたいですか？ 

Ｃ：自由記述。今日の話を聞いて，考えたこと感じたことをどんな表現でもかまわないので

かいて下さい。（絵でも詩でもマンガでも可） 

選んだ質問（     ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤今日あなたはどんな問いをもちましたか？ 

 

 

 

 

１年  組  番 名前（            ） 



臨海実習事前学習 ワークシート② 

 

講話①「あるく・みる・きく ライターの仕事と水産の魅力 上手く話を聞くヒント」 

講師：新美貴資 さん 水産ライター 

講話②「のりの養殖と生態系」 

 講師：岩尾豊紀さん 鳥羽市水産研究所 海藻の専門家 

 

メモをしよう 

 

講話①                 講話② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②今日の講話で印象に残ったこと 

 

 

 

 

 

③自分の知りたいことや解決したいことを探究していくためには、どんな考え方や姿勢が大

事だと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④何か自分の意思や信念をもって主体的に生きていくための秘訣
ひ け つ

は、何であると考えます

か？自分なりに気づいたことを書いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年  組  番 名前（            ） 



理科臨海②研究課題希望アンケート 

 

                        ２年  組  番 名前（           ） 

班研究の流れ 

 ＜事前学習＞ 

 ・テーマ決めと理科班の決定 

 ・研究計画の作成 

＜現地実習＞ 

・理科の実験班で決めたテーマについて、観察・実験をする。 

  また、カメラで班写真や班研究のようすを撮影する。 

 ＜事後学習＞ 

 ・追加の観察や実験を行う。 

・研究結果を模造紙にまとめて、班で発表する。 

 

  私の希望するテーマは 

〇第一希望 

 

 

 

〇第二希望 

 

 

 

〇第三希望 

 

 

 

 



 班研究テーマ例 

（１）海岸動物の研究例 

  ・せきつい動物について調べる。（磯にいる小魚について調べる） 

 ・節足動物について調べる。（カニやフジツボ、ヤドカリなどについて調べ 

る） 

  ・棘皮動物について調べる。（ヒトデやウニのなかまについて調べる） 

  ・軟体動物について調べる。（貝やアメフラシのなかまについて調べる） 

  ・刺胞動物（腔腸動物）について調べる。（イソギンチャクについて調べる） 

  ・海にいるプランクトンを採集し、顕微鏡で調べる。 

 ・生物分布について調べる。（50cm 四方にどのような生物がいるか調べ

る） 

 

（２）海そうの研究例 

 ・海草と海藻のちがいを調べる。（アマモなどの海草とアオサなどの海藻の

ちがい） 

 ・海藻の標本づくり（海藻の分類、分布、特徴） 

  

（３）海水の研究例  

  ・海水の成分、性質を調べる。（pH、電流はながれる？凝固点の測定） 

 ・塩分濃度を実験から調べる。（海水の定量的な実験で調べる） 

 

（４）その他 

 ・潮の干満について調べる。 

 ・海浜植物について調べる（海岸からの植物分布） 

 ・海岸の岩石、砂について調べる。 

 ・その他（現地でしかできない科学的な研究をする） 

 



理科臨海③班研究テーマについて調べる 

＜課題の進め方＞ 

・自分が担当するテーマについて調べます 

・調べる生物については，表「鳥羽の海にいる主な生物」から選んで調べてください 

※海水について調べる人は海水について調べてください 

・インターネットの情報や書籍の内容を，そのままコピーするのではなく複数の資

料から自分で必要な情報を選択してまとめましょう 

・できるだけスケッチや図を入れてわかりやすくまとめましょう 

・参考にした資料名を必ず書いてください 

 

表．「鳥羽の海にいる主な生き物」 

セキツイ動物 ボラ、メバル、ゴンズイ、マハゼ など 

節足動物 ヒライソガニ、カメノテ、フジツボ、ホンヤドカリ、ワレカラ など 

棘皮動物 バフンウニ、ムラサキウニ、マナマコ、イトマキヒトデ、クモヒトデ など 

軟体動物 ヨメガカサ、ベッコウガサ、マツバガイ、ウノアシ、ヒザラガイ、 

クボガイ、イシダタミ、スガイ、バテイラ、レイシガイ、ウミニナ、タマキビ、

イボニシ、アサリ、イワガキ、アメフラシ、ウミウシ など 

刺胞動物 ヨロイイソギンチャク、タテジマイソギンチャク、ミドリイソギンチャク、ア

カクラゲ、ミズクラゲ など 

海草と海藻 〇海草 

アマモ、エビアマモ など 

〇海藻 

ワカメ、アオサ、マクサ、ユカリ、ホンダワラ、カジメ、ミル、スサビノリ、

ヒジキ、スギノリ、ウミウチワ、アカモク、アラメ、テングサ など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



班研究のテーマ（               ） 

□調べた生物（         ） 

□海水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考にした資料 

 

２年  組  番 名前（           ） 



理科臨海④ 班研究の計画を立てる 

 

◆研究とは・・・ 

 

 

◆研究することで身につく力 

 1）実験をデザインする力、またそれを実行する力 

 どのようなことをして、どんな実験を行うかについて実験を作り上げていく方法  

    を学ぶ。 

 2）実験や観察の方法 

    装置の使い方、安全な実験方法など。 

 3）論理的（道筋を立てる）に考える力 

    実験結果が何を意味しているかを考える。 

 4）わかったことをほかの人に伝える力 

    自分の理解していることを人に伝えることで、さらに自分の理解を深められる。 

 

◆研究計画について 

1 研究する生物名は何か？ 

2 その生物の何を知りたいのか（目的を具体的に）？ 

 

 

 

 

 

3 仮説は？ 



４ どんな方法で仮説を検証するのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ この研究に必要な道具は何か？ 

 

 

 

 

 



 

 



理科臨海⑤ 班研究計画（清書版） 

組 班 
班長 道具係 写真係 ポスター係 ポスター係 

     

研究題目 

 

研究仮説 

 

 

研究方法（具体的に書くこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

現地ですること（観察することやとるデータなどを具体的に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備物 

No． 品 名 使 用 目 的 運搬者 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 



- 1 -

理科臨海⑥ 道具借用書

２年 組 班 道具係

貸出のできる道具は次の通りです。できるだけ家にあるものを工夫して実験しましょう。

また、道具等で困っているときは相談してください。

図鑑類 ・・・班活動計画に使用した図鑑です

バット ・・・プラスチック製の白いバットです

タ モ ・・・小型の魚などを捕まえる磯採集用の網です

ハンマー・タガネ ・・・イソギンチャクの採集など、岩をたたくときに使います

ヘ ラ ・・・貝などを岩からはがすときに使います

プランクトンネット ・・・プランクトンを採集するための道具です

顕微鏡 ・・・宿舎でプランクトンなどを観察するときに使います

温度計・塩分計・ＰＨ計・・・海水の水温や塩分濃度、酸アルカリの度合いの測定に使います

その他 ・・・必要なものがあれば相談してください

（注意）金属に塩水がつくと、すぐにさびでしまいます。取り扱いには十分注意してくだ

さい。また、ルーペは貸出できません。虫眼鏡等で代用してください。

借りたものは、道具係が責任をもって返却してください。

次の道具を借りたいのでお願いします。

道 具 名 数量 使 用 目 的

例．ミニ図鑑 １ 海の生物の名前を調べる

返却日 臨海実習後最初の理科の授業で（しっかり洗ってください）



理科臨海⑦ 臨海実習磯観察の要項 

              2 年  組  番 氏名           

（1）学習の流れ（予定） 

①２月１５日 事前学習 1 佐藤達也さんによる講演 

「鳥羽の海の生きものについて知ろう」 

②4 月下旬  班研究のテーマ・グループ決め 

③5 月８日  班研究で調べる生物の調べ（GW 課題） 

  班研究の対象とする生物決定と、知りたいことの洗い出し 

④5 月１０日 事前学習２ 新美貴資さんによる講演 

             「あるく・みる・きく ライターの仕事と水産の魅力  

上手く話を聞くヒント」  

             岩尾豊紀さんによる講演 

             「のりの養殖と生態系」  

⑤５月中旬  班研究の計画・準備（佐藤さんと岩尾さんの指導を含む） 

⑥５月２２日 班研究計画書〆切 

⑦５月２６日 臨海実習磯観察実施日 

⑧5 月３０日 個人レポート〆切 

⑨6 月中旬  アメフラシの解剖 

⑩6 月下旬  班研究のポスター（模造紙）【文集用】の作成 

⑪7 月上旬  班研究の発表会（１班あたり５分程度） 

 

（２）磯観察の準備物チェックリスト 

□軍手                  □体操服（長袖，長ズボンジャージ） 

□ぬれてもいい靴（サンダル，クロックスなど  □外靴 

の足全体が覆われていなくて脱げやすいものは×） 

□ナップサック              □帽子 

□カッパ（少々の雨でもします）      □水筒 

□しおり                 □筆記用具 

□観察用プラスチックケース        □班研究の準備物 

 

（３）レポートの提出について 

①個人レポート（５月３０日〆切） 
    磯観察で見つけた磯の生物について、レポート用紙にまとめる。 

    （１．スケッチ＋観察内容、２．調べたこと） 

②班研究レポート 

    ・班で観察、研究した内容を模造紙 1 枚にまとめる。 

  ・模造紙には、班写真と班研究風景の写真を入れること。 

    ・班研究レポートは、必ず班員全員で分担して書くこと。 

※レポートは１学期の成績の重要な資料になるので、期日を守って提出すること。 



 

（４）磯観察のスケジュール 

時 分 具体的な活動内容 

８：００ 

 

 ８：３０ 

 

９：００ 

 

９：４０ 

 

 

１０：００ 

 

１０：１０ 

 

１０：３０ 

 

１０：４０ 

 

 

 

１２：１０ 

 

 

１２：４０ 

 

 

 

１４：２０ 

 

１４：４０ 

 

１５：００ 

 

１５：５０ 

 

１６：００ 

荷物を持って、旅館ロビーに集合 

 

宿舎出発・乗船 

 

佐田浜港到着、荷物を持ってバスに乗る 

 

石鏡第一ホテル到着 

・宿泊用の荷物を置く ・トイレを済ませる 

 

石鏡第一ホテル出発 

 

海の博物館へ到着、磯へ移動 

 

磯（本部前）に集合、諸連絡の後、学級写真 

 

＜個人研究＞ 

・磯場を散策。出来るだけたくさんの生物を発見する。（３０分） 

・発見した生物から１つ選び、観察、スケッチをする。（６０分） 

 

個人レポート用のスケッチを提出して昼食 

※スケッチが不十分な場合はやり直しあり 

――――――――――＜１２：１５ 干潮＞―――――――――― 

本部前集合 

＜班研究＞ 

・班のテーマにそって、観察、実験をする。 

・アメフラシを班で最低１匹捕まえる。 

クリーン作戦 

 

本部前に集合、点呼の後、海の博物館へ移動 

 

足などを洗って、バスに乗る 

 

石鏡第一ホテル到着 

 

学習のまとめと入浴 

・前半：１・２組が入浴、３・４組がまとめ 

・後半：１・２組がまとめ、３・４組が入浴 



 



理科臨海⑧ 臨海実習磯観察の要項２ 

              2 年  組  番 氏名           

（５）磯観察の活動範囲と地震・津波の際の避難経路について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【避難について】 

 地震・津波等で避難しなければならないときは、教員が笛を何回も鳴らします。避難

のサインが出た場合は、活動を直ちにやめ、道具を持たずに避難すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【トイレ船出港予定】１０：３０ １１：３０ １２：３０ １３：３０ 

海の博物館 

本部 

階段 ※当日の状況に応じて活動

範囲は変更することがあり

ます。 

避難経路 

芭
新
翠
（
指
定
避
難
場
所
）
へ 

船 



 

（６）磯観察の教員配置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教員分担＞ 
本部管理       葉山先生 
磯観察指導      佐竹・佐藤達也さん 
５組指導       小倉先生・萩原先生 
弁当受け渡し     佐竹・葉山先生・岩﨑先生 
アメフラシ回収    葉山先生 
トイレ生徒の対応   岩﨑先生 
生徒の活動の見守り  川合先生・竹村先生・吉田先生・岸田先生 
怪我等の対応     看護師  
公用車の移動     竹村先生 

 

（７）活動についての注意事項（☆が守れない場合は，観察を中止します。） 

 

☆班研究中は班で協力しながら行うこと。（バラバラにならないように） 

☆むやみに騒いだり走り回ったりしないこと。（石を投げたりもしない） 

☆活動禁止場所には立ち入らないようにすること。 

☆海に入るのはひざの高さまでにすること。（海女さんの漁場です） 

☆命の尊さを忘れることなく、磯の生物と接すること。 

・毒のある危険な生物を直接触らないこと。 

 

（８）危険な生物について 

 

・アカエイ・アカクラゲ・シロガヤ・ゴンズイ・ウミケムシ・ヒョウモンダコなど 

 

触らない！近づかない！食べない！ 

本部 

葉山Ｔ，岩﨑Ｔ 

竹村Ｔ 

吉田Ｔ 

川合Ｔ 

岸田Ｔ 



理科臨海⑨ 班研究記録用紙 

（気づきやスケッチ、実験結果などをメモしよう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



理科臨海⑩ 　研究テーマと研究グループ一覧

班長 道具係 写真係 ポスター係 ポスター係

１班 海水

２班 魚の障害物に対する反応

３班 イトマキヒトデは外見で雌雄を判断できるか

４班 岩場と浜におけるカニの種類数の差

５班 カニの歩き方と足の数について

６班 ヤドカリの棲む貝殻について

７班
アメフラシの体の大きさは場所によって違うのか
タコは食べ物を捕るために体を変形させるのか

８班 アメフラシの紫汁の出る場所と刺激の回数

１班
メバルはどのような環境を好むのか
海水はなぜ川から水が流れ込むのに濃度が変化しないのか

２班 海藻・海草でノリはつくれるのか

３班 ウニの歩き方について

４班 タテジマイソギンチャクの移動の仕方と、触手の動き

５班 ヒライソガニはどこを好んで生存しているか

６班 棲んでいる環境とカニの甲羅の色

７班 アメフラシの歩き方と歩く速さ

８班 潮間帯に棲む貝の分布

１班 海水の性質と生き物の関係

２班 ヒトデの生態と体の動き

３班 海藻の色の違いと光合成の能力の関係

４班 メバルが好む環境を調べる

５班 ヤドカリは目が見えるか

６班 タイドプール内にいるホンヤドカリの分布

７班 貝は上下行動を本当にするのか

８班 アメフラシの紫の液体の正体

１班 魚が好きな所（海藻）はどんな所？

２班 海藻をゆでた時の色はどのような違いがあるのか

３班 貝の下から見たときの動き方

４班 カニの種類と分布と生息環境

５班 ヒライソガニの住処

６班 イソギンチャクの触手

７班 ミズクラゲは周りどう見えているのか？

８班 ヨロイイソギンチャクのエサの判別方法

４組

組 班 研究テーマ
班員

1組

２組

３組



理科臨海⑪ 個人研究用ワークシート（提出日：5月３０日） 

生物名〔              〕 

① スケッチ（実習課題） 

（スケッチの約束：①全て点と線で表現する②線は１本で③色や影はつけない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スケッチした生物について調べる（宿題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2年  組  番 名前（             ） 



理科臨海⑫ 班研究のまとめ用紙 

１．研究題目           組 班 名前（          ） 
 

 

 

２．研究仮説 

 

 

 

３．研究方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．考察（結果から言えること） 

 

 

 

 

６．新たに生まれた仮説・問い 

 

 

 

 



 


